
て
帰
国
す
。
合

に
就

ち
咨

覆
す

べ
し
。

此

の
為

に
、
理
と
し

て
合

に
備
■

し

て
貴
国

に
移
咨

す

べ
し
。
煩
為

わ
く
は
査
照

し

て
施
行
せ
ん
こ
と
を
。
須
ら

く
咨

に
至

る
べ
き
者
な
り
。

右
、
琉
球
国

に
咨

す

崇
禎

七
年

(
一
六
三

四
)
六
月
十

一
日

注

(1
)
尚

(豊
)
の
咨
　

こ
の
咨
は

『歴
代
宝
案
』
に
な
く
、
符
文
.執
照
も

な
い
。
次
注
の
鄭
子
廉
の
家
譜

に
、
探
問
の
た
め
崇
禎
七
年
春
■

に
赴

き
、
そ
の
年
七
月
帰
国
し
た
、
と
あ

る
。

(2
)
鄭
子
廉
　

一
五
八
二
-

一
六
四
九
年

。上
原
親
雲
上
。
久
米
村
鄭
氏
(池

宮
城
家
)
十
世

(『家
譜

(二
)』
五
七
四
頁
)
。

(3
)
南
台
　
陳
侃
以
下
の
冊
封
使
が
登
舟

、
下
船
し
た
地
。
■
江
中
の
島

に

あ
る
。
陳
侃
は

「距
海
百
余
里
」
と
記
す

(
一
里
は
約
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
)。

(4
)
栄
帰

功
を
立
て
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
。

1‐08-17

福
建
布
政
司
よ
り
琉
球
国
あ
て
、
琉
球
人
救
恤

に
対
す
る
謝
恩
を
称
し

て
入
港
し
た
船
を
帰
国
さ
せ
、
貢
期
を
守
る
こ
と
を
命
ず
る
咨

(
一
六
三
六
、
四
、
二
二
)

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
夷
船
を
飛
報
す
る
事
の
為
に
す
。

案
照
す
る
に
、
崇
禎
八
年

(
一
六
三
五
)
四
月
十

一
日
、
軍
門
都
御
史
沈

(猶
竜
)
の
批
を
奉
ず
。
福
州
府
署
海
防
事
汀
州
府
同
知
黄
色
中
の
呈
に
拠

る
。
■
安
鎮
巡
簡
雷
正
化
の
報
に
拠
る
に
、
本
月
初
六
日
未
時
、
夷
船

一
隻

有
り
て
鎮
を
過
ぎ
て
港
に
進
む
。
卑
職
、
兵
を
督
し
て
査
す
る
に
、
琉
球
国

中
山
王
府
の
通
事
王
克
善
に
拠
る
に
、
差
を
奉
じ
て
長
史
鄭
藩
献
等
の
官
、

水
梢
を
率
領
し
船
隻
に
坐
駕
し
方
物
も
て
前
来
し
、
謝
恩
す
。
三
月
内
、
開

洋
し
て
本
日
鎮
を
過
ぎ
て
港
に
進
む
、
等

の
情
あ
り
。
職
に
到
る
。
此
れ
に

拠
る
。
具
呈
し
て
転
報
す
。
照
詳
せ
よ
、
等
の
縁
■
あ
り
。
批
を
奉
ず
る
に
、

夷
国
の
入
貢
謝
恩
は
常
期
有
り
、
限
制
有
り
。
琉
球
は
受
封
以
来
、
両
年

の

中
、
夷
船
凡
そ
四
た
び
至
り
、
既
に
謝
恩
せ
り
。
又
、
探
聴
を
曰
い
て
既
に

入
貢
せ
り
。
又
、
謝
恩
を
曰
う
は
、
今
、
何
の
恩
に
謝
す
る
所
か
を
知
ら
ず
。

須
ら
く
義
例
有
ら
ば
乃
ち
敢
え
て
上
聞
す
べ
し
。
如
し
其
れ
上
聞
す
可
か
ら

ざ
れ
ば
、
決
ず
私
か
に
■
地
に
留
め
し
む
る
の
理
無
し
。
且

つ
中
山
王
は
既

に
皇
恩
を
受
く
れ
ば
当
に
国
憲
を
明
ら
か
に
す
べ
し
。
此
の
船
は
定
ず
未
だ

必
ず
し
も
是
れ
本
王
の
遣
わ
す
所
な
ら
ず
。
如
し
誤
遣
に
係
わ
る
も
亦
た
、

応
に
阻
回
し
て
中
国
の
法
を
申
明
す
べ
し
。
布
政
司
に
仰
く
る
に
、
按
都
二

司

・
兵
海
二
道
と
会
同
し
て
来
因
を
査
問
せ
よ
。
咨
し
て
該
国
に
還
し
、
以

て
本
王
の
効
順
し
て
法
を
守
る
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
。
其
の
通
事

・
員
役

の
惑
誘
の
情
弊
の
有
り
や
無
し
や
は
、
■

に
申
究
を
行
え
、
と
あ
り
。

此
に
依
奉
し
て
、
按
都
二
司

・
兵
海
二
道
に
備
移
す
。
煩
わ
く
は
、
憲
批

内
の
事
理
に
依
り
、
細
査
し
て
明
確
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
。
即
ち
に
■
も
て

覆
す
る
を
希
う
、
以
て
■
り
て
転
詳
せ
ん
、
と
。
及
び
海
防
館

に
行
す
る
に
、

来
船
は
何
の
因
な
る
や
、
謝
す
る
所
は
何
の
恩
な
る
や
、
載
す
る
は
何
の
方

物
な
る
や
、
義
例

の
有
り
や
無
し
や
、
其
の
船
の
来
れ
る
は
果
た
し
て
国
王



の
遣
わ
す
所
な
る
や
否
や
、
符
文

・
印
信
執
照
の
有
り
や
無
し
や
、
応
に
阻

回
す
べ
き
や
否
や
、
及
び
通
事

・
員
役
の
惑
誘
の
情
弊
の
有
り
や
無
し
や
を

即
ち
に
査
し
、
逐

一
細
査
し
て
明
確

に
し
、
火
速
に
具
■
し
て
詳
報
せ
よ
。

以
て
■
り
て
転
詳
す
、
と
あ
り
て
去
後
る
。

続

い
て
該
館
の
詳
も
て
称
す
る
に
拠
る
。
本
司
の
剳
付
を
蒙
り
、
按
察
司
・

兵
備
道

・
巡
海
道
の
憲
牌
を
蒙
る
。
布
政
司
の
照
会
を
准
く
る
に
、
軍
門
都

御
史
沈

(猶
竜
)
の
批
を
奉
ず
る
に
、
前
■

に
同
じ
。
備
牌
し
て
、
館
に

仰

く
る
に
、
即
ち
に
前
項
の
夷
船
の
進
港
を
査
せ
よ
。
謝
恩
は
是
れ
該
国
の
遣

わ
す
所

に
係
わ
る
や
否
や
、
果
た
し
て
例
に
合
す
る
や
否
や
、
細
査
し
て
明

確

に
し
、
具
■
し
て
詳
報
せ
よ
。
仍

お
船
内
を
査
し
て
、
夾
帯
す
る
別
項
の

貨
物

の
有
り
や
無
し
や
、
通
事

・
員
役
の
惑
誘
の
情
弊
の
有
り
や
無
し
や
を

逐

一
究
明
し
、
併
せ
て
詳
せ
よ
。
以
て
■
り
て
移
覆
し
転
詳
す
、
等
の
因
あ

り
。
此
れ
を
蒙
り
、
随
即
に
通
事
官
曾
大
正
に
行
令
し
て
夷
船

に
前
往
し
、

査
明
し
訳
審
せ
し
め
て
去
後
る
。

続

い
て
本
官
の
回
称
す
る
に
拠
る
に
、
牌
文
を
遵
奉
し
て
、
(曾
大
)
正
等
、

随
即
に
船
に
到
り
て
訳
査
す
。
夷
官
の
長
史
鄭
藩
献
等

の
口
称
に
拠
る
に
、

彼

の
国
は
天
朝
の
洪
恩
に
沐
す
る
も
未
だ
万

一
を
報
ず
る
を
得
る
能
わ
ず
。

茲
に
為
せ
る
は
、
崇
禎
六
年

(
一
六
三
三
)
、
本
国
の
轄
島

の
麻
姑
山
の
属
夷
、

米
を
運
び
て
入
琉
し
、
冊
封
に
供
応
し
、
事
竣
り
て
島

に
回
る
に
風
に
遭

い

飄
し
て
海
壇
地
方
に
至
る
。
本
船
は
礁
に
衝
り
て
打
破
し
、
倶
に
水
中
に
溺

し
、
僅
か
に
存
す
る
■
即
盧
等
三
十
九
名
は
、
海
壇
遊
把
総
楊
止
戈

に
洋
を

猟
し
て
救
護
せ
ら
る
。
署
印
通
判
に
解
送
し
、
兵
海
二
道
爺

に
転
解
し
、
九

月
十
四
日

に
柔
遠

駅

に
発
り
て
安
挿

し
、
已

に
請
詳
し

て
両
院

の
批
允

を
蒙

り
、
日

に
衣
食

を
給

し
て
豢

養
す
。
幸

い
に
し

て
余
生
を
得

て
保
全

し
て
国

に
帰
る
。
本

国
主
、
深
恩

に
感
激
し
天
啓
五
年

(
一
六
二
五
)
太
平
山

の
夷

人

の
失
水

の
事
例

に
遵
照
し

て
、
今
春
、
特

に
長
史
等

の
官
共

に
六
員
、
伴

梢

一
百
名

を
遣

わ
し
、
海
船

一
隻

に
坐
駕
し
、
方
物

を
装
載

し
、
表
箋
文
も

て
前
来

し
、
京

に
赴

き
て
謝
恩
し
、
帯
す
る
所

の
随
身

の
銀
貨

は
常
規

に
て

按
臨

し
て
盤
験
し
、
冊

に
て
報
ず

る
を
聴
候
せ
し
む
。
献

の
船

は
、

二
月

二

十

日
に
開
洋
し
、
駕
し

て
中
海

に
到
り
、
■

か

に
颶
風

に
遭

い
て
、
船
■

は

打
折

し
幾
乎
沈
没

せ
ん

と
す
。
幸

い
に
天
恩

の
福
祐

を
蒙

り
、
飄

し

て
四
月

初
六

日
に
至
り

て
方
め

て
■

に
抵
り
虞

無

き
を
得
た
り
。
切

に
、
献

の
本
船

は
海

に
在
り

て
波
濤

の
日
久
し
く
、船
破

れ
損
漏

し
て
棲
止
す

る
に
堪
え
ず

。

方
物
を
防

る
に
、
壊
る

る
有
ら
ば
罪
責

の
軽

き
に
匪
ざ

る
を
恐

る
、
等

の
縁

■
あ
り
。
正
等
、
夷
官

・
夷
衆

に
諭
令

し
て
、

一
人
も
登
岸
を
許
さ
ず

。
詳

允
を
候
ち

て
吊
進
せ
ん
と
す
る
に
、
続

い
て
中
軍
官

の
、
正
等
と
同

に
、
出

港
を
諭
令
す
る
を
蒙

る
。
奈

ん
せ
ん
、
船

に
■

無
く
、
篷

無
く
、
■

駕

す
る

も
前
ま
ず
。
伏
し

て
憲
奪

を
乞

う
。
今
、
査
を
行
う
を
蒙
り

て
、
理
と
し
て

合

に
実

に
従

り
回
報

す

べ
し
。
中
間

に
並
び

に
別
夷
を
夾

帯
す
る
の
情
弊
無

し
。
其

の
方
物

は
、
倶

に
符
文

・執
照

に
載
す
れ
ば
、
抄
を
備

え
て
呈
報

す
。

伏
し
て
転
詳

せ
ん
こ
と
を
乞
う
、
等

の
情
あ

り
。
職

に
到

る
。
此

れ
に
拠

る
。

理
と
し
て
合

に
回
報
し
通
詳
す

べ
し
、
等

の
縁
■

あ
り
、

司
に
到

る
。
此

の

案

に
拠

る
。

按
都

二
司

・
兵
海

二
道

の
来
因
を
査
明
し
■

も
て
覆

し
、
具
詳
す

る
を
候



つ
の
間
、
又
、
海
防
館
の
呈
に
拠
る
。
巡
海
道
の
批
を
蒙
る
。
卑
職
の
前
の

詳
の
縁
■

に
拠
る
。
批
を
蒙
る
に
、
来
享
来
王
の
制
に
定
期
有
る
は
、
惟
だ

に
以
て
小
国
奔
命

の
労
を
恤
す
る
の
み
に
非
ず
、
亦
た
以
て
朝
廷
尊
厳
の
体

を
彰
ら
か
に
す
る
な
り
。
今
、
中
山
王
、
受
封
し
て
甫
め
て
両
年
に
し
て
使

臣
已
に
四
た
び
至
る
は
、
令
甲
に
非
ざ
る
に
似
た
り
。
失
水

の
夷
を
安
挿
す

る
を
以
て
遠
来
し
謝
恩
し
て
辞
と
為
す
に
至
り
て
は
、
此
れ
柔
遠
の
常
に
し

て
事
に
於
て
頗
る
細
な
り
。
果
た
し
て
以
て
軽
々
し
く
至
尊
を
■
す
可
け
ん

や
。
海
防
館

に
仰
く
る
に
、
憲
牌
に
遵
照
し
、
会
典
を
備
査
せ
よ
。
該
国
の

来
船
の
応
に
阻
回
す
べ
き
や
否
や
は
、
三
日
内
に
確
か
に
詳
せ
よ
。
仍

お
通

事

・
奸
棍
の
交
通
し
て
事
を
生
ず
る
を
厳
禁
す
。
司

・
道
の
詳
示
す
る
を
候

て
。
■

す
、
と
あ
り
。
此
れ
を
蒙
り
、
該
卑
職
、
会
典
を
査
得
す
る
に
、

載
す
る
所
は
惟
だ
五
年

一
貢
の
礼
有
る
の
み
に
し
て
、
并
び
に
謝
恩
の
事
無

し
。
受
封
し
て
謝
す
る
は
、
猶
お
冊
立
の
大
典
を
曰
う
が
ご
と
し
。
遭
風
の

■
即
盧
等
、
哀
れ
み
て
食
せ
し
む
る
に
至
り
て
は
、
院

・
道
、

一
に
矜
恤

の

仁
を
念
う
に
過
ぎ
ず
。
原
よ
り
未
だ
朝
廷
に
上
聞
せ
ず
。
何
ぞ
此
れ
に
援
り

て
名
と
為
し
、
中
国
を
窺
伺
す
る
や
。
其

の
■
は
、
蓋
し
中
山
王
、
初
め
て

立

つ
に
年
少
く
、
未
だ
故
典
を
諳
ん
ぜ
ず
し
て
其
の
臣
下
、
中
国
に
貿
易
し

て
日
本
に
転
販
す
る
を
利
と
す
る
に
縁
る
の
み
。
理
と
し
て
応
に
阻
回
し
、

再
び
計
る
を
待
た
ざ
る
べ
し
。
猶
お
焉
を
説
う
有
り
。
旧
例
と
し
て
、
貢
船

は
必
ず
先
ず
梅
花

・
千
石
の
間
に
泊
し
、
卑
館
、
上
台
に
報
聞
し
て
、
具
に

進
泊
を
許
す
を
候
ち
、
方
め
て
敢
え
て
入
港
す
。
此
の
番
の
船
は
、
命
を
請

う
に
■
ら
ず
し
て
径
に
内
河

へ
入
る
。
昨
に
之
を
論
じ
て
鎮
外
に
退
出
せ
し

む
れ
ど
も
、
漫
に
■
の
折
る
る
を
以
て
詞
と
為
す
。
夫
れ
■
の
折
る
る
も
、

以
て
逆
水
に
し
て
鎮
内
に
入
る
可
け
れ
ば
、
独
以
て
順
水
に
し
て
鎮
外
に
出

ず
る
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
内
港
は
省
城
に
迫
近
し
、
以
て
牙
棍
と
交
通
す
可

き
を
利
と
す
る
に
非
ざ
る
無
き
の
み
。
宜
し
く

一
憲
牌
を
発
し
、
督
令
し
て

鎮
を
出
だ
し
む
べ
き
に
似
た
り
。
即
え
遽
か
に
外
洋
に
往
く
は
便
な
ら
ざ
る

も
、
或

い
は
恰
山

・
琅
岐
の
近
処
に
在
り
て
棲
泊
し
、
以
て
■
を
葺
す
る
を

俟
ち
て
往
か
し
め
ば
、
猶
お
会
地
に
逼
処
し
て
牙
棍
と
交
通
す
る
に
至
ら
ざ

る
が
ご
と
き
に
庶
か
ら
ん
。
其
れ
■
鎮

の
文
武
の
官
吏
の
、
入
港
を
擅
放
し

■
阻
を
行
わ
ざ
る
に
及
び
て
は
、
応
に
并
び
に
議
す

べ
き
に
似
た
り
、
等

の

縁
■
あ
り
。
司
に
到
れ
ば
此
れ
に
拠
る
。

随
い
で
按
察
司
の
牒
呈
を
准
く
。
福
州
府
海
防
館
の
査
詳
に
行
処
す
る
に

前
■
あ
り
。
司
に
到
れ
ば
此
れ
に
拠
る
。
随
い
で
該
按
察
使
盧
、
看
得
す
る

に
、
夷
国
の
入
貢
謝
恩
は
倶
に
常
制
有
り
。
今
、
琉
球
の
貢
船
来
り
て
泊
す

る
も
、
既
に
入
貢
の
期
に
非
ず
。
謝
恩
を
称
し
、
■
即
盧
を
矜
全
す
る
を
以

て
名
と
為
す
に
至
り
て
は
、
則
ち
此
れ
地
方
の
柔
遠

の
常
事
に
係
わ
り
、
原

よ
り
未
だ
上
聞
せ
ず
。
例
と
し
て
軽
々
し
く
■
す
無
し
。
則
ち
咨
し
て
船
隻

を
還
さ
ば
、
乃
ち
法
守
は
之
宜
し
く
然
る
べ
し
。
再
た
旧
例
を
査
す
る
に
、

貢
船
の
内
泊
に
は
必
ず
防
館
の
申
報
を
待

つ
。
今
、
此
の
船
は
報
聞
を
待
た

ず
径
に
内
港
に
入
る
。
是
れ
何
れ
の
情
に
属
す
る
や
、
当
に
併
せ
て

一
体
に

申
諭
を
行
う
べ
き
所
な
り
。
仍
お
、
該
地
方
の
内
に
入
る
を
擅
放
し
■
阻
を

為
さ
ざ
る
の
罪
を
究
す
れ
ば
、
法
守
は
彰
明
に
し
て
、
功
令
は
匪
を
画
す
る

に
庶
か
ら
ん
。
朝
廷
の
政
を
尊
ぶ
所
以
に
し
て
小
国
を
訓
す
所
以
な
り
、
等



の
縁
■

あ
り
。
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
く
。

又
、
巡
視
海
道
帯
管
福
州
兵
備
道
副
使
徐

(応
秋
)

の
牒
呈
を
准
く
。
福

州
府
海
防
の
査
詳
に
行
拠
す
る
に
前
■
あ
り
。
此
れ
に
拠
る
。
該
本
道
看
得

す
る
に
、
琉
球
は
素
よ
り
恭
順
の
国
を
称
し
、
累
朝
、
浩
蕩

の
恩

に
沐
す
。

而
し
て
会
典

の
貢
期
は
必
ず
定
む
る
に
年
を
以
て
し
、
人

・
船
皆
之
の
限
を

為
す
。
寧
く
ん
ぞ
属
国
向
慕
の
誠
を
体
せ
ざ
ら
ん
や
。
正
に
高
厚

に
仰
酬
す

る
を
以
て
、
煩
数
を
事
と
せ
ず
。
共
を
明
ら
か
に
し
て
要
荒
を
界
別
す
る
も
、

■
々
匍
匐

奔
命
せ
し
め
難
き
な
り
。
今
、
中
山
王
、
■
即
盧
等

の
漂
泊
し
て

還
り
得
た
る
を
以
て
因
り
て
使
臣
を
遣
わ
し
て
表
謝
す
。
地
方

の
官
に
在
り

て
は
夷
属
を
矜
恤

す
る
は
、
原
よ
り
以
て
皇
仁
を
宣
布
す
る
に
し
て
、
聖
明

の
怙
冐
は
天
の
如
し
。
豈

に
涓
滴
を
以
て
徳
を
示
さ
ん
や
。
況
ん
や
両
年
の

内
、
夷
船
四
た
び
■
中
に
至
り
、
往
来
の
跡
、
既
に
頻
な
り
。
夷
夏
の
防
、

漸
く
弛
む
。
万

一
浸
淫
に
習
熟
す
れ
ば
、
奸
人
其
の
舶
に
附
し
て
以
て
通
番

し
牙
■
、
其
の
人
を
誘
い
て
釁
を
起
こ
さ
ん
。
舟
の
非
時
に
至
れ
る
は
稽
詰

に
難
き
も
将
来
突
か
に
詐
偽
影
射
有
ら
ば
意
外
は
慮
う
可
く
、
誰
か
其
の
咎

を
執
ら
ん
。
或

い
は
該
国
、
天
恩
を
感
念
す
る
も
、
備
査
す
る
に
暇
あ
ら
ず
、

夫
の
成
憲
は
祖
宗
に
于
て
立
法
す
る
に
定
制
の
意
は
未
だ
之
を
深
く
思
わ
ず
。

例
を
創
む
る
に
、
軽
々
し
く
阻
回
を
開
き
て
用
て
画

一
に
遵
う
は
未
便
な
り
。

是
れ
貴
司
に
在
り
て
酌
議
し
主
持
す
る
の
み
、
等
の
縁
■
あ
り
。
移
覆
し
て

司
に
到
る
。
此
れ
を
准
く
。

又
、
巡
視
海
道
兼
理
辺
儲
副
使
徐

(応
秋
)
の
牒
呈
を
准
く
。
福
州
府
海

防
館
の
査
詳

に
批
拠
す
る
に
、
前
■
あ
り
。
道
に
到
る
。
此
れ
に
拠
る
。
該

本
道
看
得
す
る

に
、
朝

廷

の
覆
■

は
無
外

に
し

て
、
其

の
属
国
を
待

す
る
に

恩
有
り
、
礼
有
り
。
輸
■

入
貢

に
各
々

限
制

を
為
す

は
、
著
わ
し

て
彝
章

に

在

り
。
数
百
年
来
、
共

に
遵
う
所
な
り
。
中
山

王
、
新
た

に
冊
命
を
承
け
、

業

に
其

の
方
物
も

て
闕

廷

に
表
謝
し
、
已

に
恭
順
を
明
ら
か
に
す
。
属
夷

の
、

風

に
遭

い
て
■

に
泊
し
、
此

の
中

の
院

・
道
、
案
を
査
し

て
優
恤

し

て
之
を

遣

わ
す
若

き
は
情
理
と
し

て
宜
し
く
爾

る

べ
し
。
原

よ
り
未
だ
上
聞
せ
ず

。

今
、
其

の
感
激

に
拠

り
入
謝

す
る
は
、
小
国

の
誠
を
申

ぶ
る
と
云
う
と
雖

も
、

至
尊
を
煩
■

し
、
実

に
未
だ
来
王

の
例

に
合

わ
ず
。
該
国
王
、
新
た

に
立
ち

て
未
だ
典
故
を
諳

ん
ぜ
ず
。
或

い
は
■

遣

に
属

さ
ん
か
。
然

る
に
向

者

に
該

国
、
三
年
両
貢

を
求

め
、
会
議

す
る

に
尚

お
会
典

と
未
だ
合
わ
ざ

る
を
以
て
、

敢
え

て
軽
々

し
く
徇

わ
ず
。
則
ち
今

日

の
来

れ
る
は
、
義
例
と
し

て
無

き
所

に
し

て
、
開
端
は
慮
う
可
し
。
応

に
阻

回
し
て
以
て
祖
宗

の
制
を
守
り
、

一

に
以

て
夷
夏

の
防
を
存
す

べ
き

に
似

た
り
。
物
力
を
惜
し

み
て
以

て
字
小

の

仁
を
申

べ
、
郵
伝
を
省
き

て
以

て
駅
騒

の
累
を
免

れ
、
奸
猾

の
交
通
す
る

の

釁
■

を
杜
ぎ
、
陪
臣

の
貿
易
す
る

の
濫
觴

を
節

せ
ば
、
国
憲
、
海
防
両

つ
な

が
ら
之
を
得
ん
、
等

の
因
あ
り
。
移
覆

し
て
司

に
到

る
。
此
れ
を
准
く
。

又
、
都
司
李

(
■
)

の
咨

を
准

く
。
布
政
使
司

の
咨

を
准
く
る

に
、
前

事

あ

り
、
謝
恩

の
夷
船

を
酌
議

せ
よ
、
等

の
因
あ
り
。
該
本
司
、
看
得
す
る

に
、

該
国

の
属
夷
、
颶

に
遭

い
て
漂
泊

し
、
院

・
道
、
恤

す

る
に
衣
糧
を
以

て
し

船

に
附
し

て
帰
国
せ
し
む
。
茲

に
乃
ち
輸
■

し
て
表
謝
す

る
は
恭
順
嘉

す
可

し
。
且

つ
先
年
、
夷
を
恤

す
る

に
拠

り
修
謝
す

る
の
事
例

は
、
名
有

る

に
属

す

る
に
似
た
り
。
但
だ
、
会

典
を
査

す
る
に
、
貢

は
常
期
有
り

て
時

に
非
ざ



れ
ば
禁
ず
。
該
国
は
崇
禎
六
年
封
を
受
け
て
よ
り
以
来
、
四
た
び
夷
船
を
駕

し
、
滄
溟

万
里
、
向
化

の
梯
航
を
昭
ら
か
に
す
る
に
足
る
と
雖
も
、
然
れ
ど

も

一
時
に
絡
繹
す
れ
ば
恪
守
の
甸
服
に
非
ざ
る
を
恐
る
。
況
ん
や
近
ご
ろ
邸

報
に
接
す
る
に
、
西
北
の
番
夷
は
、
倶

に
守
臣
は
人
数
を
厳
禁
す
る
の
旨
有

り
。
即
ち
朝
鮮
は
守
礼
の
邦
に
し
て
、
節

に
明
旨
を
奉
じ
、
使
臣
の
行
李
の

往
来
は
厳
し
く
査
験
を
加
う
。
則
ち
該
国
の
此
の
挙
は
、
応
に
去
留
を
裁
酌

し
て
、
以
て
瑣
■
を
煩
わ
す
を
無
か
ら
し
む
べ
き
者
に
似
た
る
な
り
、
等
の

因
あ
り
。
備
咨
し
て
司
に
到
る
。
此
れ
を
准
く
。

該
本
司
看
得
す
る
に
、
属
夷
の
貢
享
は
例
有
り
、
期
有
り
。
撫
照
の
典
を

示
し
、
華
夏
の
防
を
厳
し
く
す
る
所
以
な
り
。
琉
球
は
、
受
封
以
来
、
両
年

に
四
た
び
至
る
。
之
を
五
年
の
常
貢
に
律
す
る
に
、
例
と
し
て
多
く
未
だ
合

わ
ず
。
謝
恩
、
探
聴
と
曰
う
に
至
り
て
は
名
と
し
て
多
く
未
だ
馴
れ
ず
。
天

朝

に
在
り
て
は
尊
は
穹
窿

に
埒
し
。
豈
に
梯
航
に
籍
り
て
遠
き
を
示
さ
ん
や
。

小
夷
に
在
り
て
は
誼
と
し
て
当
に
恭
順
な
る
べ
く
、
何
ぞ
繁
縟
な
る
輸
誠
を

煩
わ
さ
ん
や
。
■
即
盧
等
、
失
風
し
て
■
に
飄
し
、
此
の
中
の
院

・
道
、
飼

沫
を
量
加
す
る
は
、
皇
仁
の
浩
蕩
な
る
を
体
す
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
恩
を
示

す
と
曰
う
に
匪
ず
。
原
よ
り
未
だ
奏
請
し
て
以
て
伝
宣
す
る
を
待
た
ず
。
寧

く
ん
ぞ
報
謝
を
煩
わ
さ
ん
や
。
乃
ち
箋
を
粛
み
物
を
備
え
■
ら
使
し
て
来
庭

す
る
は
、
総
て
該
藩
の
新
た
に
立
ち
て
未
だ
故
典
を
諳

ん
ぜ
ず
、
臣
下
の
借

端
し
蛍
惑
す
る
に
縁
る
。
然
る
に
既
に
隆
恩
を
受
く
れ
ば
、
宜
し
く
森
憲
に

遵
う

べ
し
。
義
例
と
し
て
無
き
所
は
、
理
と
し
て
軽
々
し
く
徇

い
難
し
。
況

ん
や
頻
り
に
物
力
を
労
す
る
を
や
。
反
っ

て
字
小
の
仁
に
非
ず
。
■
々
宸

厳

を
■
す
は
豈
に
尊
王
の
体
を
成
さ
ん
や
。
且
つ
海
氛
尚
お
戒
む
。
衣
■

・
郵

伝
は
方
に
供
億
し
難
し
。
貿
易
の
濫
觴
は
当
に
杜
ぐ

べ
く
、
煽
誘
の
隠
隙
は

宜
し
く
防
ぐ

べ
し
。
当
に
阻
回
す
べ
き
は
、
応
に
異
議
無
か
る
べ
き
に
似
た

り
。
惟
だ
館
の
詳
に
拠
る
に
、
夷
衆

の
■
称
す
ら
く
、
本
船
は
■
を
損
し
て

尚
お
出
港
し
難
し
、
と
。
統

て
□
台
の
酌
示
し
て
転
行
し
遵
照
せ
し
む
る
を

候

つ
。
未
だ
明
文
を
奉
ぜ
ず
し
て
径
に
内
地
に
入
る
に
至
り
て
は
、
誰
か
指

引
を
為
せ
る
や
。
則
ち
牙
棍

の
接
搆

は
虞
る
可
く
、
■
阻
を
行
わ
ざ
れ
ば
、

則
ち
官
吏
の
疎
玩
は
■
れ
難
し
。
更
に
憲
断
し
て
飭
行
す
る
を
祈
る
。
法
を

毖
み
威
を
申
ぶ
れ
ば
、
柔
遠
、
■
奸

両

つ
な
が
ら
之
を
得
ん
。
呈
を
具
し
て

会
詳
す
、
等

の
縁
■
あ
り
。

批
を
奉
ず
。
査
す
る
に
拠
る
に
、
夷
船
の
此
に
来
れ
る
は
乃
ち
六
年
の
失

水
し
疾
救
せ
る
小
事
な
り
。
中
国
は
広
大
に
し
て
地
方

の
属
弁
は
皆
、
溺
る

る
を
援
け
夷
を
活
か
す
を
得
。
当
年
は
尋
常
と
看
作
し
て
、
原
よ
り
未
だ
天

聴
を
瑣
■

せ
ず
。
今
、
輒
ち
代
り
て
聞
す
る
は
的
に
義
例
無
し
。
本
院
、
貢

疏
の
中
に
声
説
し
て
明
白
に
す
。
貢
期
・海
禁
は
当
に
天
語
の
申
飭
有
れ
ば
、

夷
船
は
風
を
候
ち
て
還
国
す
べ
し
。
此
に
■
す
、
と
あ
り
。
此
れ
を
奉
ず
。

依
奉
し
て
福
防
館

に
備
行
し
遵
照
し
て
夷
使
に
諭
令
し
て
風
を
候
ち
て
還

国
せ
し
む
。
其
の
進
謝
の
方
物
は
、
館
の
詳
に
拠
る
に
、
査
し
て
義
例
無
け

れ
ば
以
て
止
聞
し
難
し
。
未
だ
批
を
奉
ぜ
ざ
る
も
司
、
盤
験
し
て
来
使
の
齎

回
を
聴
す
。
本
司
復
た
代
り
て
呈
詳
し
て
、
船
■
を
葺
し
返
棹

し
て
以
て
生

還
を
保
た
し
む
。
合
に
就
ち
移
知
す
べ
し
。
此
の
為
に
貢
期

・
海
禁
の
明
旨

の
申
飭
、
及
び
修
船
の
縁
■

の
■
文
を
将
て
移
知
す
る
を
除
く
の
外
、
備
■



し

て
貴

国
に
移
咨

す
。
請
う
、
憲
批
内

の
事

理
に
依

り
、
査
照
し

て
施
行
せ

ん
こ
と
を
。
須
ら
く
咨

に
至
る

べ
き
者

な
り
。

右
、
琉
球
国

に
咨

す

崇
禎
九
年

(
一
六
三
六
)

四
月

二
十

二
日

注

(1
)
沈

(猶
竜
)
　
崇
禎
八
年
‐
十
二
年

、
福
建
巡
撫

に
任
。

(2
)
批
　

布
政
司
が
う
け
た
沈

(猶
竜
)
の
批
は
以
下
の

「福
州
府
署
海
防

事
…
」
よ
り
注

(18
)
ま
で
。

(3
)
福
州
府
署
海
防
事
汀
州
府
同
知
黄
色
中
　
海
防
は
知
府
の
下
の
同
知

(あ
る
い
は
そ
の
下
の
通
判
)
の
職
掌
で
あ
る
。
こ
の
職
は

『歴
代
宝

案
』

の
中
で
は
し
ば
し
ば

「海
防
官

(館
)」
と
称
さ
れ
る
。
署
…
事

は
代
理
の
意
味
で
、
福
州
府
の
海
防

(同
知
)
を
臨
時
に
つ
と
め
る
汀

州
府
同
知

の
こ
と
で
あ
る
。
『乾
隆
福
建
通
志
』
巻

二
六
に
は
汀
州
府

同
知
黄
色
中
の
名
が
み
え
る
。

(4
)
黄
色
中

の
呈
　
以
下

の

「
■
安
鎮
…
」
よ
り
注

(11
)
ま
で
。
文
中
に

明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
こ
の
呈
は
布
政
司
に
対
し
て
出
さ
れ
、
さ
ら

に
巡
撫
に
と
り

つ
い
だ
も
の
で
あ
る
。

(5
)
■
安
鎮
　
福
州
府
城

の
東
、
■
江

の
北
岸
に
あ
り
、
現
在
は
福
州
市
に

属
す
る
。
明
・清
を
通
じ
て
巡
検
司

(次
注
参
照
)
が
置
か
れ
て
い
た
。

(6
)
巡
簡
　
同
じ
発
音
の
巡
検
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
要
衝
の
関
津
に
設
け

ら
れ
た
巡
検
司
で
は
、
往
来
の
者
の
荷
を
検
査
し
、
犯
罪
人

・
逃
亡
者

な
ど
を
取
り
締

っ
た
。
巡
検
は
そ
の
長
で
、
配
下
に
司
吏

・
弓
兵
等
を

有
す
る

(『万
暦
会
典
』
巻

一
三
九

、
『万
暦
福
州
府
志
』
巻

一
三
)
。

(7
)
卑
職
　

官
吏
が
自
ら
を
謙
称
し
て
い
う
語
。
こ
こ
で
は
■
安
鎮
巡
簡

の

こ
と
。

(8
)
職
に
到
る
　
■

安
鎮
巡
簡
雷
正
化
の
報
が
、福
州
府
署
海
防
事
汀
州
府

同
知
黄
色
中
の
も
と
に
到
る
。

(9
)
此
れ
に
拠
る
　
拠
此
は
、
下
級
か
ら
の
来
文
を
う
け
た
と
き
、
そ
の
引

用
の
帰
結
を
示
す
た
め
用

い
ら
れ
る
語
で
、
こ
れ
を
う
け
た
、
の
意
。

(10
)
転
報
　

と
り

つ
い
で
報
告
す
る
。

(11
)
等
の
縁
■

あ
り
　

注

(4
)
の
黄
色
中
の
呈
の
終
り
。

(12
)
四
た
び
至
り
…
　
崇
禎
六
年
十
月
十
五
日
の
呉
鶴
齢
等
に
よ
る
冊
封
謝

恩
、
七
年
四
月
三
日
の
鄭
子
廉
等

に
よ
る
探
問
、
七
年
九
月
十

一
日
の

蔡
錦
等
に
よ
る
入
貢
、
及
び
こ
の
度
問
題
と
さ
れ
て
い
る
八
年
二
月
十

九
日
の
鄭
藩
献
等

に
よ
る
失
水
謝
恩
、
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
〔
一
九
‐
二

一
〕
〔
一
九
-
二
二
〕
、
〔〇
八
‐
一
六
〕、
〔
二
六
‐
二
六
〕
〔三
三
‐
一
三
〕

を
参
照
。

(13
)
義
例
　
道
理
に
か
な

っ
た
例
。

(14
)
国
憲
　

国
の
お
き
て
。

(15
)
按
都
二
司
　
按
察
司
と
都
指
揮
司
。

(16
)
兵
海
二
道
　

兵
備
道
と
巡
海
道
。

(17
)
惑
誘
の
情
弊
　

(悪
事

に
)
惑
わ
し
誘

い
こ
む
、
と
い
う
不
祥
事
。

(18
)
■

に
申
究
を
行
え
、
と
あ
り
　

注

(1
)
の
沈

(猶
竜
)
の
批
の
終
り
。

(19
)
申
究
　
念
を
入
れ
て
取
り
調

べ
る
。

(20
)
憲
批
　
憲
は
上
官
に
か
か
わ
る
こ
と
の
尊
称
で
、
こ
こ
で
は
巡
撫
沈

(猶

竜
)
の
批

の
こ
と
。

(21
)
海
防
館
に
行
す
　

こ
れ
は
注

(24
)
の
箚
付

に
同
じ
。
以
下
よ
り
注

(22
)

ま
で
。

(22
)
以
て
憑
り
て
転
詳
す
　
注

(21
)
の
行
の
終
り
。

(23
)
該
館
の
詳
　

該
館
は
海
防
館
。
詳
文
は
、
以
下
の
「本
司
の
箚
付
を
蒙



り
…
」
よ
り
注

(
51
)
ま
で
。
こ
の
詳
は
布
政
司
・按
察
司
・兵
備
道
・

巡
海
道
に
提
出
さ
れ
た
。

(24
)
本
司
の
箚
付
を
蒙
り
…
憲
牌
を
蒙
る
　
海
防
館
は
布
政
司
の
箚
付
と
、

按
察
使

・
兵
備
道

・
巡
海
道
か
ら
の
憲
牌
を
う
け
と

っ
た
。
以
下
は
憲

牌
の
内
容
で
、
注

(27
)
ま
で
。

(25
)
箚
付
　
訓
令
文
。
上
級
官
庁
か
ら
下
級

へ
行
移
す
る
文
書

で
あ
る
が
、

上
司
が
そ
の
所
属
の
下
級
衙
門

に
給
す
る
こ
と
が
多

い
。

(26
)
布
政
司

の
照
会
　

そ
の
内
容
は
前

の
段
落
の
「煩
わ
く
は
…
」
か
ら
「転

詳
せ
ん
」
ま
で
。

(27
)
等
の
因
あ
り
　
注

(24
)
の
海
防
館
が
う
け
た
憲
牌
の
終
り
。

(28
)
行
令
　
命
令
を
出
す
。

(29
)
本
官
の
回
称
　
海
防
館

の
通
事
官
曾
大
正

の
回
答
。
以
下
か
ら
注
(49
)

ま
で
。
牌
文
は
注

(24
)
の
憲
牌

の
こ
と
。

(30
)
長
史
鄭
藩
献
等
の
口
称
　
以
下

の

「彼
の
国
は
…
」
よ
り
注

(43
)
ま

で
。
な
お
、
こ
の
と
き
鄭
藩
献
等
が
齎
し
て
い
た
の
は
表

〔
一
三
‐
一

一
〕
、
箋

〔
一
三
‐
一
二
〕
、
咨

〔
一
九
-
二
三
〕、
符
文

〔
二
六
‐
二
七
〕
、

執
照

〔三
三
‐
一
四
〕
で
あ
る
。

(31
)
麻
姑
山
　

宮
古
島
。

(32
)
海
壇
　

現
在
の
平
潭
県
海
壇
島
。

(33
)
海
壇
遊
　

隆
慶
年
間

(
一
五
六
七
‐
七
二
)
の
初
め
海
壇
島

に
遊
兵
鎮

守
が
設
け
ら
れ
た

(『乾
隆
福
建
通
志
』
巻

一
六
)
。

(34
)
署
印
通
判
　

こ
こ
で
は
福
州
府
海
防
館

の
責
任
者
を
代
理
で
つ
と
め
て

い
た
通
判
と
思
わ
れ
る
。

(35
)
転
解
　
取
り
次
い
で
送
る
。

(36
)
両
院
　

巡
撫
と
巡
按
。

(37
)
豢

養
　
庇
護
す
る
。

(38
)
太
平
山
の
…
事
例
　

〔
一
八
‐
一
二
〕
を
参
照
。

(39
)
随
身
　
身

に
お
び
る
。

(40
)
按
臨
　

そ
の
場
に
お
も
む
く
。

(41
)
冊
　
帳
簿
、
帳
面
。

(42
)
棲
止
　

宿
泊
す
る
。

(43
)
等
の
縁
■

あ
り

注

(30
)
の
鄭
藩
献

の
口
称
は
こ
こ
ま
で
。

(
44
)
吊
進
　

吊
は
ひ

っ
か
け
る
。

こ
こ
で
は
船
を
曳

い
て
進
ま
せ
る
の
意
。

(45
)
中
軍
官
　
明
代
、
要
害
の
地
に
鎮
が
置
か
れ
た
が
、
鎮
を
管
轄
す
る
そ

の
統
率
者
を
鎮
守
総
兵
官
と
い
い
、
そ
の
も
と
に
参
将
、
遊
撃
、
守
備
、

把
総
等
が
そ
れ
ぞ
れ

一
路
、
一
城
な
ど
に
分
れ
て
兵
を
統
率
し
た
。
鎮

兵

に
は
付
近

の
都
指
揮
司
・衛

の
兵
を
充
当
し
た
。
こ
れ
ら
の
補
佐
官

の
う
ち
、
中
軍

(中
央
軍
、
本
陣
の
あ
る
と
こ
ろ
)
で
軍
務
に
あ
た
る

者
を
中
軍
官
と
い
い
、
坐
営
中
軍
官
、
巡
撫
中
軍
官
な
ど
の
呼
称
が
あ

る

(『明
史
』
巻
七
六
、
職
官
)。

(46
)
篷
　

竹
な
ど
を
編
ん
で
舟
の
上
を
覆
う
も
の
。

こ
こ
で
は
篷
帆

(船
の

帆
を
い
う
)
の
こ
と
か
。

(47
)
■
駕
　

さ
お
さ
す
。
船
を
動
か
す
。

(48
)
憲
奪
　
上
官

に
よ
る
可
否
の
裁
定
。

(49
)
等
の
情
あ
り
　
注

(29
)
の
通
事
官
曾
大
正

の
海
防
館

へ
の
呈
の
終
り
。

(50
)
職
　
海
防
館
の
担
当
者

(黄
色
中
)。

(51
)
等
の
縁
■

あ
り
　

注

(23
)
の
海
防
館
の
詳

の
終
り
。

(52
)
司
　
福
建
布
政
司
。

(53
)
海
防
館

の
呈
　

福
建
布
政
司
が
再
び
う
け
た
海
防
館
の
呈
。
こ
の
呈
は
、

注

(23
)
の
詳
に
対
し
て
巡
海
道

の
批

(指
示
)
を
う
け
、
海
防
館
が



巡
海
道
に
出
し
た
も
の
と
同
文
で
あ
る
。
以
下
の
「巡
海
道
の
批
を
蒙

る
」
よ
り
注

(65
)
ま
で
。
ま
た
巡
海
道
の
批
は
注

(56
)
ま
で
。

(54
)
令
甲
　
最
初
の
第

一
令
。
漢
代
に
昔

の
詔
令
を
保
存
し
発
布
の
前
後

に

よ
り
令
甲

・
令
乙
…
と
い
っ
た
。
転

じ
て
広
く
政
令

の
意
。

(55
)
奸
棍
　

悪
者
。

(56
)
■

す
、
と
あ
り
　
注

(53
)
の
巡
海
道

の
批
の
終
り
。

(57
)
会
典
を
査
得
す
る
に
…
五
年

一
貢
　

本
文
書

の
後
半
に
も
繰
り
返
さ
れ

る
、
会
典
に
五
年

一
貢
と
記
載
さ
れ

て
い
る
叙
述
は
、
あ
る
い
は
当
時

そ
の
よ
う
な
新
し
い
規
定
が
会
典
に
付
し
て
あ

っ
て
当
地
で
参
照
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お

〔〇

四
‐
〇
九
〕
を
参
照
。
現
在
見
る

こ
と
が
で
き
る

『万
暦
会
典
』
の
記
載
は
二
年

一
貢
で
あ
る
。

(
58
)
冊
立
　

こ
こ
で
は
冊
封
に
同
じ
。

(
59
)
千
石
　
不
詳
。

(60
)
上
台
　

憲
台
に
同
じ
で
、
上
役
、
上
官

の
こ
と
。

(61
)
牙
棍
　

牙
は
仲
買
人
。
棍
は
悪
党
、
無
頼
漢
の
類
を
い
う
。

(62
)
督
令
　

督
飭

に
同
じ
か
。
監
督
命
令

す
る
。

(63
)
怡
山
・
琅
岐
　
怡

山
は
■
江
県
亭
頭

郷
の
怡
山
天
妃
宮
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
。
琅
岐
は
■
江
口
の
琅
岐
島
。

(64
)
会
地

に
逼
処
し
　
会
地
は
都
会
。
こ
こ
で
は
府
城
に
ご
く
接
近
し
て
、

の
意
。

(65
)
等
の
縁
■

あ
り
　
注

(53
)

の
布
政

司

へ
の
海
防
館

の
呈
の
終
り
。

(66
)
牒
呈
　

下
級
か
ら
上
級

へ
送
る
公
文
書

の

一
つ
。
布
政
司
が
う
け
た
按

察
司

の
牒
呈
は
以
下
の

「福
州
府
海
防
館
の
…
」
よ
り
注

(71
)
ま
で
。

(67
)
査
詳
　

調
査
し
て
詳
文
を
も

っ
て
報
告
す
る
。
詳
は
注

(23
)
の
詳
。

(68
)
按
察
使
盧
　

こ
の
時
期
に
盧
姓

の
按
察
使
は
見
当
ら
な
い
が
、
当
時
福

建
の
右
布
政
使
で
あ
る
盧
洪
珪
が
代
理
を
つ
と
め
た
可
能
性
も
無
し
と

し
な
い

(『乾
隆
福
州
府
志
』
巻
二
九
)
。

(69
)
矜

全
　
あ
わ
れ
ん
で
助
力
を
与
え
る
。

(70
)
法
守
　

お
き
て
。
規
則
。

(71
)
等
の
縁
■

あ
り
　
注

(66
)
の
按
察
司
の
牒
呈
の
終
り
。

(72
)
巡
視
海
道
帯
管
福
州
兵
備
道
副
使
徐

(応
秋
)
　
巡
視
海
道
と
兵
備
道

を
兼
ね
る

(按
察
司
の
)
副
使
の
徐

(応
秋
)
。
巡
海
道
や
兵
備
道
は

按
察
司
の
副
使
あ
る
い
は
僉
事
を
も

っ
て
そ
の
職
に
あ
て
た
。
『乾
隆

福
建
通
志
』
巻
二

一
に
按
察
使
司
副
使
徐
応
秋
の
名
が
あ
る
。
以
下

の

「福
州
府
海
防
の
…
」
よ
り
注

(83
)
ま
で
が
そ
の
兵
備
道
と
し
て
の

牒
呈
。

(73
)
共
　
共
は
供
に
通
ず
。
「共
球
」
〔〇
三
‐
二

一
〕
の
注

(4
)
を
参
照
。

(74
)
要
荒
　
要
服
と
荒
服
。
国
都
を
離
れ
た
遠
方

の
地
を

い
う
。

(75
)
匍
匐
　

力
を

つ
く
し
て
い
そ
ぐ
。

(76
)
怙
冐
　

た
よ
り
い
た
だ
く
。

(
77
)
涓
滴
　

し
ず
く
。
小
さ
な
も
の
の
た
と
え
。

(78
)
夷
夏

の
防
　
夷
夏
は
夷
狄

と
中
国
。
防
は

つ
つ
み

(堤
)
。

(79
)
牙
■
　

仲
買
人
。
転
じ
て
悪
徳
商
人
。

(80
)
稽
詰
　
取
り
調
べ
て
詰
問
す
る
。

(81
)
影
射
　

い
つ
わ
る
。
他
人
の
名
儀
を
か
た
る
。

(82
)
主
持
　
責
任
を
負

っ
て
処
置
す
る
。

(83
)
等
の
縁
■

あ
り
　
注

(72
)
の
巡
視
海
道
帯
管
福
州
兵
備
道
副
使
徐
の

牒
呈
の
終
り
。

(84
)
巡
視
海
道
兼
理
辺
儲
副
使
徐

(応
秋
)
　
理
辺
儲
は
、
辺
境

の
倉
庫
に

貯
え
た
糧
食
を
管
理
す
る
役
。道
員
は
必
ず
し
も

一
人
が
た
だ

一
つ
の



職
務
を
有
す
る
の
で
な
く
、
多
く
の
場
合
は
兼
管
し
た
。
こ
の
副
使
徐

は
注

(72
)
の
徐
と
同

一
人
。
そ
の
巡
海
道
と
し
て
の
牒
呈
は
以
下
の

「福
州
府
海
防
館
の
…
」
よ
り
注

(93
)
ま
で
。

(85
)
批
拠
　
批
を
も

っ
て
命
じ
た
結
果
、
そ
の
回
答
を
う
け
る
こ
と
。
こ
の

批
は
注

(53
)
の
巡
海
道
の
批
で
あ

る
。
ま
た
省
略
さ
れ
て
い
る
海
防

館

の
査
詳
は
注

(53
)

の
呈
と
同
内

容
。

(86
)
覆
■
　

お
お
い
そ
だ
て
る
。

(87
)
彝
章
　
常

に
守
る
べ
き
法
則
。

(88
)
此
の
中
の
　

こ
こ
の
。
こ
こ
で
は
福

建
の
。

(89
)
■
遣
　
あ
や
ま

っ
て
派
遣
す
る
。

(90
)
開
端
　

き

っ
か
け

(を
作
る
)
。

(91
)
郵
伝
　
駅
か
ら
駅

へ
馬
を
継
ぎ
立

て
荷
物
な
ど
を
送
る
こ
と
。
駅
伝
に

同
じ
。

(92
)
濫
觴
　

事

の
初
め
。
み
な
も
と
。

(93
)
等
の
因
あ
り
　
注

(84
)
の
巡
視
海
道
兼
理
辺
儲
副
使
徐
の
牒
呈
の
終

り
。

(94
)
都
司
李

(
■)
の
咨
　

以
下

の

「布
政
使

の
咨
を
…
」
よ
り
注

(
1
0
2

)

ま
で
。
李
■

は

『同
治
福
建
通
志
』
巻

一
〇
六
に
名
が
あ
る
。

(95
)
都
司
　

明
で
は
都
指
揮
使
司
お
よ
び

そ
の
長
官
の
都
指
揮
使
を
都
司
と

略
称
し
た
。

一
省
の
軍
制
を
掌
り
、
衛
と
千
戸
所
を
統
轄
し
た
。
布
政

司

(行
政
)、
按
察
司

(司
法
)
と
な
ら
ん
で
都
布
按
三
司
と
い
わ
れ

る
。
都
指
揮
使
の
下

に
都
指
揮
同
知

と
僉
事
が
い
て
こ
れ
を
補
佐
す
る
。

な
お
清
制
の
都
司
に
つ
い
て
は

〔〇
九
‐
一
〇
〕
注

(20
)
参
照
。

(96
)
絡
繹
　

往
来
が
続

い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。

(97
)
甸
服
　

こ
の
場
合
は
、
九
服
の

一
つ
、
王
畿
か
ら
四
方

へ
去
る
こ
と
五

百
里
か
ら
千
里
の
間

の
五
百
里

の
地
、
す
な
わ
ち
郊
外

の
地
。

(98
)
邸
報
　

京
報
と
も
い
い
、
官
報

に
あ
た
る
。
諭
旨
・題
奏
や
そ
の
他
の

公
の
事
項
を
兵
部
か
ら
地
方

へ
送
達
し
た
も
の
。

(99
)
守
臣
　
諸
侯
。

(
1
0
0

)
節
　

ほ
ど
を
わ
き
ま
え
る
、

の
意
。

(101
)
行
李
　

手
荷
物
。

(
1
0
2

)
等
の
因
あ
り
　
注

(94
)
の
都
司
李

(
■
)
の
咨
の
終
り
。

(
1
0
3

)
伝
宣
　
勅
命
を
伝
達
す
る
。

(
1
0
4

)
借
端
　

あ
る
こ
と
に
か
こ
つ
け
て
事
を
起
こ
す
。

(
1
0
5

)
森
憲
　

お
ご
そ
か
な
の
り
。
お
き
て
。

(
1
0
6

)
海
氛
　

本
来
は
海
辺

の
気
の
こ
と
で
あ
る
が
、
倭
寇

を
婉
曲
に
い
う
。

(
1
0
7

)
衣
■
　

ふ
つ
う
の
着
物
と
綿
入
れ
の
着
物
。

(
1
0
8

)
統
て
　
切

に
。
請
願
の
強
調
に
用
い
る
。

(
1
0
9

)
疎
玩
　

お
ろ
そ
か
に
し
軽
ん
じ
る
。

(
1
1
0

)
憲
断
　
断
は
判
断
。
憲
は
上
官
の
言
動
に
対
す
る
敬
辞
。

(
1
1
1

)
■
奸
　
奸

悪
を
お
さ
め
る
、
と
ど
め
る
。

(
1
1
2

)
等

の
縁
■
あ
り
　
本
文
書

の
冒
頭

の
「案
照
す
る
に
崇
禎
八
年
…
」
か

ら
こ
こ
ま
で
の
全
文
は
、布
政
司
が
巡
撫
に
提
出
し
た
呈
詳

で
あ

っ
て
、

以
下
、
巡
撫
は
こ
れ
に
批
を
下
す
。

(
1
1
3

)
批
　

巡
撫
の
批
。
注

(
1
1
2

)
参
照
。

(
1
1
4

)
属
弁
　

文
武
の
官
吏
。

(
1
1
5

)
当
年
　

当
時
。
あ
の
と
き
。

(
1
1
6

)
貢
疏
　

〔〇
八
‐
一
八
〕

に
巡
撫
沈

(猶
竜
)

の
題
が
あ
る
。

(
1
1
7

)
■

す
　
注

(
1
1
3

)

の
巡
撫
の
批

の
終
り
。

(
1
1
8

)
福
防
館
　

福
州
府
海
防
館
。



(
1
1
9

)

貢

期

・
海

禁

の
明

旨

の
申
飭

〔〇

八
‐
一
八

〕
。

1-08-18

福
建
布
政
司
よ
り
琉
球
国
あ
て
、
探
問
等
を
称
し
て
来
航
す
る
こ
と
を

咎
め
、
貢
期
を
守
る
こ
と
を
命
ず
る
咨

(
一
六
三
六
、
四
、
二
二
)

福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
、
進
貢
す
る
夷
船
の
入
港
の
事
の
為

に
す
。

准
照
す
る
に
、
崇
禎
八
年
(
一
六
三
五
)十
月
初
四
日
、
軍
門
都
御
史
沈

(猶

竜
)
の
案
験
を
奉
ず
。
礼
部
の
咨
を
准
く
。
主
客
清
吏
司
の
案
呈
は
、
本
部

の
送
れ
る
礼
科
の
抄
出
を
奉
ず
る
も
の
な
り
。
本
部
、
題
覆
す
。
巡
撫
福
建

地
方
都
察
院
右
僉
都
御
史
沈

(猶
竜
)
、
前
事
を
題
す
る
の
内
に
称
す
ら
く
、

福
州
府
署
海
防
通
判
宋
大
勲
の
申
報

に
拠
る
に
、
琉
球
国
中
山
王
尚
豊
、
特

に
正
議
大
夫
蔡
錦
を
遣
わ
し
、
海
船

一
隻
に
坐
駕
し
硫
黄

・
馬
匹

・
土
夏
布

を
装
載
し
て
前
来
し
修
貢
せ
し
む
、
等

の
因
あ
り
。
再
た
照
ら
す
に
、
琉
球

の
三
年

一
貢
は
既
に
立

つ
る
の
期
な
り
、
即
ち
夷
船

・
夷
官

・
夷
伴
に
は
各

々
定
数
有
り
。
来
享
来
王
の
誠
は
拒
ま
ざ
る
も
仍
お
内
夏
・外
夷
の
限
存
り
。

乃
ち
夷
は
漢
と
市
う
を
利
と
し
、
名
を
多
端

に
立
て
、
頻
り
に
往
き
頻
り
に

来
り
て
、
煩
乃
ち
褻
と
成
る
。
臣
、
旧
年
、
■

に
到
る
に
、
夷
は
封
に
謝
す

る
を
以
て
至
る
。
未
だ
幾
も
あ
ら
ず
し
て
、
探
問
し
て

一
た
び
至
り
、
修
貢

し
て

一
た
び
至
る
。
至
れ
ば
必
ず
盤
詰
し
、
而
る
後
、
之
を
棲
挿
し
、
之
を

約
束
す
。
夷

の
最
も
貪
る
所
は
惟
だ
湖
糸
を
市
う
の
み
。
是
に
於
て
通
事

・

姦
牙
は
広
く
転
售

を
営
む
。
即
ち
官
、
之
の
為
に
監
し
て
以
て
觴
濫
を
杜
ぐ

も
能
く
絶

つ
勿
き
な
り
。
今
、
四
月
初
六
日
又
報
ず
る
に
、
琉
球
の
夷
船

一

隻
有
り
て
■
安
鎮
に
進
み
、
名
を
謝
恩
と
称
す
。
臣
、
其
の
謂

無
き
を
訝
り
、

随
い
で
布

・
按

・
都
三
司
に
行
し
、
来
■
を
詰
問
せ
し
む
。
査
す
る
に
義
例

無
け
れ
ば
、
先
ず
其

の
入
港
を
阻
み
、
以
て
風
を
聴
候
し
て
還
国
せ
し
む
る

の
外
、
臣
思
う
に
、
向
来
未
だ
申
飭
を
経
ざ
れ
ば
、
小
夷
、
或

い
は
遵
奉
す

る
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
而
れ
ど
も
臣
、
職
と
し
て
封
疆
を
守
れ
ば
、
微
漸
の
殷

な
る
を
慮
る
。
伏
し
て
祈
る
、
天
語
も
て
再
た
飭
し
て
例
を
定
め
、
就
ち
入

貢
せ
る
夷
官
を
し
て
齎
回
せ
し
め
、
已
後
は
惟
だ
太
い
に
常
貢
を
等
ち
て
、

方
め
て
員
役
を
選
択
し
船
隻
を
限
定
し
、
該
の
典
例

に
遵
照
し
て
事
を
行
う

を
許
さ
ん
こ
と
を
。
此
の
外
に
別
に
題
目
を
創
り
、
時
に
非
ず
し
て
差
遣
す

る
を
得
ず
、
并

び
に
違
禁
の
諸
貨
を
夾
帯
す
る
を
得
ず
、
則
ち
義
を
慕
い
て

来
る
者
は
、
旋
や
か
に
役
を
竣
え
て
返
ら
し
む
れ
ば
、
大
体
は
明
ら
か
に
大

防
は
正
し
く
し
て
、
遠
人
は
向
化
し
て
益
々
粛
ま
ん
。
伏
し
て
乞
う
、
部
に

勅
し
て
覆
議
せ
し
め
ん
こ
と
を
、
等
の
因
あ
り
。
崇
禎
八
年
七
月
初
六
日
、

聖
旨
を
奉
ず
る
に
、
礼
部
知
道
せ
よ
。
申
飭

の
事
宜
は
看
議
し
て
具
奏
せ
よ
、

と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵
し
て
抄
出
し
、
部
に
到
る
。

該
臣
等
照
得
す
る
に
、
該
国
は
既
経
に
冊
封
し
て
奏
請
せ
る
の
後
、
已
に

三
年

の
朝
貢
の
期
に
復
す
。
聖
恩
も
て
允
従
し
て
貢
を
増
し

一
船
を
量
加
す

る
も
、
人
数
は
百
に
盈

つ
る
を
得
ず
。
明
旨
は
煌
煌

た
り
。
永
く
宜
し
く
遵

守
す
べ
し
。
先
に
経
に
臣
の
部
、
該
国
に
咨
行
し
て
啻
に
詳
ら
か
に
す
る
の

み
な
ら
ざ
る
も
、
乃
ち
名
を
多
端
に
立
て
、
謝
恩
と
冒
称
し
て
到
れ
ば
、
該

撫
、
再
た
申
飭

を
祈
う
の
請
有
り
。
惟
だ
是
れ
三
年
入
貢
は
業
に
期
を
定
む


